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種目 発行者 書名
国語 光村図書出版 国語
書写 光村図書出版 中学書写

社会（地理的分野） 帝国書院 社会科　中学生の地理　世界の姿と日本の国土
社会（歴史的分野） 東京書籍 新しい社会　歴史
社会（公民的分野） 東京書籍 新しい社会　公民

地図 帝国書院 中学校社会科地図
数学 東京書籍 新しい数学
理科 学校図書 中学校科学

音楽（一般） 教育芸術社 中学生の音楽

種目 発行者 書名
音楽（器楽合奏） 教育芸術社 中学生の器楽

美術 光村図書出版 美術
保健体育 大日本図書 中学校保健体育

技術･家庭（技術分野） 東京書籍 新しい技術・家庭　技術分野　未来を創る　Technology
技術･家庭（家庭分野） 東京書籍 新しい技術・家庭　家庭分野　自立と共生を目指して

英語 東京書籍 NEW HORIZON　English Course
道徳 東京書籍 新訂　新しい道徳

 問合せ  教育指導課指導係 ☎551・1538

市内の学校で令和３年度に使用する教科書が決まりました
７月 31 日に開催された第２回福生市教育委員会臨時会にて、令和３年度に使用する中学校用教科書が採択されました。

【令和３年度に使用する中学校教科書一覧】
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第二次ふっさっ子未来会議にて、未来提言をまとめました

教育における様々な課題を検討するため、令和元年度から第二次ふっさっ子未来会議を開催し、学識経験者や関係機関の代表者とともに
協議を行い、課題解決への方向性を示した「未来提言」をまとめました。

検討事項（１）
学校教育の現状診断と事業評価等について
子どもに関する恒常的な重点課題である学力向

上問題、学校ＩＣＴ、特別支援教育、不登校対策等
について現状を整理し、課題を抽出し、対応策を
検討する。

未来提言１
情報化や国際化など急速かつ激しく変化する
社会を主体的・創造的に生き抜いていくため
の「知」「徳」「体」を育む教育の推進

■人権教育及び SDGs の推進
■「主体的・対話的で深い学び」（学習指導要領）の
視点から全ての児童・生徒に確かな学力を育むため
の恒常的な授業の工夫改善
９年間を通した学力・学習状況調査の実施（経年で
個別に把握し、生活状況及び小学校低学年と就学前
教育との非認知的な能力との相関分析等）
■就学前教育と小学校教育の円滑な接続・連携の一
層の充実を図る教育の推進（東京都教育委員会研究
指定地区としての取組の充実）
■外国語教育の推進及びグローバル社会で活躍する
人材の育成
■健やかな体を育て、健康で安全に生活する力を身
に付ける教育

検討事項（２）教育と児童福祉の一貫的な支援体制の在り方について
児童・生徒の家庭における養育状況（虐待、ネグレクト等）と就学相談の現状及び就学前教育における学

びの基礎力の育成、幼稚園・保育園から小学校段階へ移行する際の相互理解不足を解消するため、関係部署
における適切な連携の在り方、更には中学校につながる連携した支援の在り方を検討する。

未来提言３
児童・生徒の多様なニーズに応じた
きめ細かなサポートの推進

特別支援教育
■副籍制度や交流活動等学校におけるインクルーシブ
教育の更なる推進
■福生市特別支援教育プログラムの改訂
■教育センター機能強化、子ども家庭支援センター、
子育て世代包括支援センターとの連携強化（就学相談、
教育相談精度向上と体制の安定的組織運営）
■中学校特別支援教室及び特別支援固定学級における
専門性の向上

不登校対策　
■不登校特例校分教室の設置及び充実（令和２年４月
開級）
■福生市立学校の不登校総合対策の改訂
■教育センター長直属の不登校対策チームを組織化し、
効果的な支援を充実

教育と福祉の連携
■家庭教育支援、虐待案件等、保護者への指導の充実
を図るため子ども家庭支援課との連携強化 （学校との
分業化推進）
■健康課との連携強化（幼保巡回相談）（発達障害等早
期発見、療育の連携体制整備⇒就学相談）

未来提言５
家庭・地域・社会と学校とが連携、

協働する教育活動の推進

■教育基本法に謳われている子どもの教育について、
家庭が第一義的責任を果たせるよう地域と学校が連携
して各家庭への支援を推進
■コミュニティ・スクールの全校指定後の各学校区に
おいて培ってきた子ども支援組織や地域支援組織等、

コミュニティ・スクール委員会を中心に学校と地域ご
とに運営自立を促せるよう所管課において推進、地域
社会総がかりの教育の実現
■福生市総合計画[第５期]に掲げる「人を育み 夢を育
む 未来につながるまち ふっさ」との整合性を図り、人
づくりに専念できるよう教育施設の貸出やメンテナン
スなどの業務を所管する部署の創設
■教育施設の機能をどう発展させていくか、他の部署
との調整を進め、青少年活動と放課後児童対策を一体
的に推進

検討事項（４）
社会教育の抱える課題解決に向けた社会教育施設の在り方と社会教育事業の実施について
社会教育の抱える課題解決に向けた社会教育事業の見直しを行い、人づくりを基軸に公共施設等の総合管

理計画、個別施設計画への対応と多様なニーズに応える施設機能について検討する。

検討事項（３）
市立小中学校施設の老朽化と機能の現状と課題、今後の在り方及び現行の学区域性の課題と改善について
現在、全庁的に進められている公共施設等の総合管理計画、個別施設計画、更には児童・生徒数の将来予
測や学区域の諸課題や学校施設の老朽化、放課後児童対策など今後の学校の機能の在り方も含めて将来の
方向性を協議し、教育委員会として明確な構想を検討する。

未来提言４
公共施設等総合管理計画の着実な推進

■福生市公共施設等総合管理計画（平成29年３月策定）から令和
２年度に策定される個別施設計画に基づき、総量抑制、長寿命化、
集約化、複合化の検討
■公共施設再配置基本方針を軸に今後の市立学校の在り方の検討未来提言２

質の高い教育を支える環境整備の推進

■福生市立学校ＩＣＴ推進計画の改訂及びセキュリ
ティーポリシーの整備
■今後の学校教育ＩＣＴ化推進についての担当組織
の機能化
■文部科学省ＧＩＧＡスクール構想の補助財源を活
用した計画的推進
■子どもたちの「主体的・対話的で深い学び」を実
現するＩＣＴ活用の推進
■予測不可能な時代に対応するオンラインを活用し
た授業や会議等の推進
■教員の働き方改革の促進を図るため、校務用及び
指導用のＩＣＴ整備
■教育センターにおける学校経営支援の推進 ( 保護
者、市民からの広聴、対応等 )
■これからの教育を担う優れた教員の確保及び育成
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